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0安井一郎
薩摩川内原発の再稼働が地元の同意がとれて、原発、すごくこれは国の根幹という部分
の原子力発電事業がきちんとした形で精査され、安全性が保たれるということの上で再稼
働されたということは、我々が電気を享受しているのは、応分にその負担を国民一人ひと
りがやはり負担を強いられるべきだろうと思います。とにかく 13か所、 20基の原子炉につ
いても、随時、検査が終わり次第、地元の同意等も取り入れながら再稼働していくんでは
ないかなと思われます。
そもそも機械である原子力発電所を動かさずに、そこに置いておくだけでも、結局リス
クは一緒ですから、常に問題がそこにあるわけです。ただ、国の安全基準というものをこ
れからもかなり厳しく検査して、再稼働を認めていくわけですから、代替エネルギーと言
われる自然エネルギーだとか地熱エネルギーだとかという部分ではなく、今現在、使って
いる火力発電での石油、原油の輸入も閉じリスクがあると思います。シーレーンと言われ
る原油を運んでくるレーンの脇のそれぞれの国で何か起こったときに、原油が全く入って
こなくなる可能性がなきにしもあらず。それから、事故を起こす起ζ さない等のリスクも
あります。
ただ、圏内で発電できる部分は、それを補うに値するぐらい、原子力発電所はきちんと
した形で電力を生み出すことができるわけです。
ただ、今現在としては、今後の推移を見守る形をとることを考えますと、我が会派とし

ては継続を主張させていただきます。
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0委員長
以上で意見を終了いたします。
陳情第111号 脱原発を求める意見書の提出を求める陳情につきましては、なお審査を

継続すべきとの発言と表決を行うべきとの意見がありますので、最初に継続審査について
お諮りいたします。
陳情第111号を継続審査とすることに賛成の方は挙手を願います。

可否同数 (4 -4) 

。委員長
可否同数と認めます。
したがいまして、委員会条例第14条第 1 項の規定によりまして、委員長裁決を行いま

す。
陳情第111号は継続審査と決定いたします。

0委員長
以上をもちまして区民環境委員会を閉会いたします。
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